
－ 21 －

（１）卒業後の進路

問２２．あなたは卒業後の進路についてどのように考えていますか。

〔１〕現状
「進学」を希望する学生は、全体で２３％となっており、前回より増えています。「まだ決めてい

ない」が大きく減り、進路についての意識が高まっています。学部別では、工学部・農学部が４～
５割程度で最も多く、教育学部・法学部が２～３割でこれに続いています。経済学部と医学部医学
科・看護学科は、１割以下です。

〔２〕課題（問題点）
進学希望が多い学部では、まだ決めていない学生の割合も相対的に高くなっています。迷ってい

るうちに、出遅れる可能性があります。

〔３〕対応
まだ決めていない学生に対し、進学・就職の両面での相談を受ける必要があります。

〈グラフ２２〉

３　就職

進学 23％
（135/582）

まだ決めていない
10％（59/582）

その他 2％
（10/582）

就職 65％
（378/582）



－ 22 －

（２）就職を考え始めた時期

問２３．就職を考え始めたのはいつ頃ですか。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
例年、１年前期から就職を考えている学生が多く、５割以上となっています。特に、進学希望の

少ない、経済学部や医学部看護学科に顕著です。次に多いのは、３年前期ですが、これは専門科目
の履修やゼミへの配属により、意識が高まったものと考えられます。ただし、農学部では、２年後
期の方が高く、少し早めに就職について考え始めています。また、医学部医学科では、その他が４
割ありますが、これは入学以前から意志を固めていたものと思われます。

〔２〕課題（問題点）
工学部と医学部看護学科では、３年後期以降を回答した学生が１５％以上います。進学との兼ね

合いもありますが、やや遅い層が存在します。

〔３〕対応
就職を決めかねている学生にも、十分に情報提供を行い、進路の決定の指針となるようにする必

要があります。

〈グラフ２３〉

1年生の後期
2％（9/377）

2年生の後期
6％（25/377）

3年生の後期
6％（23/377）

5年生の前期
1％（2/377）

4年生の前期
1％（4/377）

4年生の後期
1％（2/377）

その他 11％
（40/377）

2年生の前期
5％（20/377）

3年生の前期
11％（41/377）

1年生の前期
56％（211/377）



－ 23 －

（３）希望する分野

問２４．希望する分野は何ですか。次のうちから一つ選んで答えてください。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
各学部の専門分野との相関が顕著です。教育学部では、「教育関係」が６割で、「公務員」と「販

売・サービス関係」が多くなっています。法学部では、「公務員」が６割、「商社・金融関係」がこ
れに続きます。経済学部は、「公務員」、「商社・金融関係」、「販売・サービス関係」と各方面にち
らばっています。医学部は、ほとんどが「保健・衛生・医療関係」である。工学部は、「建設・機
械関係」と「情報・通信関係」が３割ずつで、「公務員」も多くなっています。農学部は、「食品・
化学関係」が６割を占めています。

〔２〕課題（問題点）
学部の専門性と就職希望の分野に大きなずれが見られないのは、好ましい傾向です。ただし、経

済学部に未定の学生が２割います。

〔３〕対応
外部講師などを呼んで、各分野の現状への理解を深めさせる必要があります。
また、未定の学生だけでなく、イメージだけで考えている学生に、検討材料を提供する必要があ

ります。

〈グラフ２４〉

保健・衛生・
医療関係

22％（83/377）

未定 6％
（22/377）

教育関係
15％

（57/377）

その他 4％
（15/377）

農林・水産関係
1％（2/377）

公務員
（国・地方自治体）

15％
（55/377）

建設・機械関係
7％（28/377）

食品・化学関係
6％（23/377）

情報・通信関係
6％（23/377）

商社・金融関係
8％（32/377）

販売・サービス関係
7％（25/377）

マスコミ・出版関係
3％（12/377）



－ 24 －

（４）職業選定で重視すること

問２５．職業を決めるに当たって重視することは何ですか。次のうちから一つ選んで答えてください。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
全体として、「企業の業種・仕事内容」と「自分の能力や適性にあっていること」が３０％程度ず

つを占めています。学部別では、農学部は、「企業の業種・仕事内容」だけで６割と非常に高く
なっています。また、法学部と工学部は、「地域条件」が他学部と比べて相対的に高めです。

〔２〕課題（問題点）
将来性・安定性が微増なのは、景気や派遣など社会情勢を反映していると思われます。

〔３〕対応
就職適性試験（SPIなど）の模試を早い時期に受けさせ、企業の求める適性・能力を意識させる

必要があります。

〈グラフ２５〉

自分の能力や適正に
あっていること
29％（108/377）

大学での専門分野との
8％（32/377）

勤務時間・休暇・
福利厚生

7％（27/377）

給料 3％
（11/377）

その他 3％
（12/377）

地域条件
8％（31/377）

企業の業種・
仕事内容

27％（101/377）

企業の将来性・
安定性

14％（53/377）

正社員かどうか
1％（2/377）



－ 25 －

（５）就職希望地域

問２６．就職先としてどの地域を希望しますか。次のうちから一つ選んで答えてください。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
例年通り、香川・岡山を中心とする地元への就職希望が半数程度を占めます。

〔２〕課題（問題点）
説明会や面接など、関東方面での就職活動は、時間的・金銭的に負担に感じているようです。

〔３〕対応
地元就職は、保護者の意向も反映されている可能性があり、保護者への就職相談も行った方がよ

いと思われます。立命館大など私大では、大々的に実施しているようです。OBにも協力を頼み、
遠方での就職活動を支援する必要があります。

〈グラフ２６〉

中国地方
（岡山県を除く）
6％（23/374）

四国地方
（香川県を除く）
10％（37/374）

岡山県内
16％

（60/374）

関東地方
9％（35/374）

九州・沖縄地方
2％（8/374）

その他 3％
（10/374）

未定 11％
（42/374）

外国 1％
（2/374）

近畿地方
16％

（59/374）

中部地方 2％
（8/374）

香川県内
24％

（90/374）



－ 26 －

（６）就職活動で不安なこと

問２７．就職活動に関して、不安に思っていることは何ですか。次のうちから一つ選んで答えてく

ださい。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
全体として、「自分が何に向いているか分からない」が２４％と多く、次いで、「希望企業が自分

を採用してくれるか自信がない」と「他の学生に遅れをとっている気がする」が約１５％ずつと
なっています。ただし、医学部と工学部は、「他の学生に遅れをとっている気がする」が少なく
なっています。

〔２〕課題（問題点）
医学部と工学部を除けば、前回より「他の学生に遅れをとっている気がする」という回答がかな

り増えています。地方大学ということで、関東・関西での就職活動へのスタートダッシュが遅れる
ことへの不安があります。他大学の学生の動向やインターネットの情報で、そう感じるのではない
でしょうか。また、「面接が不安」も１０％あります。

〈グラフ２７〉

希望企業が
自分を採用してくれるか

自信がない
14％（54/374）

情報収集の
やり方が分からない
6％（24/374）

他の学生に遅れを
とっている気がする
16％（53/374）

就職活動の
やり方が分からない
6％（24/374）

大学の成績が良くない
5％（20/374）

その他 9％
（32/374）

不安はない
8％（31/374）

語学が苦手である
2％（7/374）

面接が不安
10％（39/374）

自分が何に
向いているか
分からない

24％（90/374）



－ 27 －

（７）就職について相談した相手

問２８．就職について誰に相談しましたか。また、誰に相談するつもりですか。次のうちから一つ

選んで答えてください。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
保護者が３８％で最も多く、次いで、「友人」、「クラブ・サークルの先輩」、「ゼミ・研究室の先輩」

など、他方面にわたっています。

〔２〕課題（問題点）
「誰にも相談しない」が１割弱います。

〔３〕対応
指導教員やキャリア支援センターなど、大学側への相談を気軽に行えるようにする必要があります。

〈グラフ２８〉

兄弟・姉妹 2％（8/376）
親戚 1％（2/376）

ゼミ・研究室の先輩
6％（23/376） 友人 23％

（92/376）

保護者 38％
（144/376）

保健管理センターのカウンセラー 1％（2/376）

誰にも相談しない 7％（27/376）

就職担当の事務職員 1％（4/376）

クラブ・サークルの先輩
7％（28/376）

その他の卒業生
1％（2/376）

指導教員 5％（18/376）

ゼミ・研究室・講座・
診療科等の教員
4％（16/376）

就職担当の教員 1％（3/376）

その他の教員 1％（1/376）

キャリア支援センターの就職相談員 2％（7/376）



－ 28 －

（８）就職に関する大学への要望

問２９．就職に関する大学への要望について、次のうちから一つ選んで答えてください。

［問２２で「就職」と答えた人のみ回答してください］

〔１〕現状
「面接対策、履歴書・エントリーシートの書き方の実践指導の充実」と「ガイダンス・セミナー

等の充実」が２割ずつで、具体的な指導を要望しています。経済学部、工学部では、特に、「面接
対策、履歴書・エントリーシートの書き方の実践指導の充実」の回答が多くなっています。教育学
部、法学部では、「公務員・教員試験講座を開くなど各種試験の合格対策」への要望も高く、医学
部では、「就職情報誌、就職関係書籍、PC（利用環境）の充実」への要望が高いようです。また、「相談
員による就職相談、職業適正検査の充実」は、法学部、医学部看護学科、農学部で高いようです。

〔２〕課題（問題点）
企業のコミュニケーション能力の重視に対し、学生側が不安を感じています。相談員による就職

相談は、学部によるばらつきがあります。専門分野が明確で自分の能力・適性から就職先を考える
か、どのような就職先があり、それに自分が向いているかどうかを考えるかの相違が影響している
と思われます。

〔３〕対応
学部ごとに就職支援の重点を変えるべきです。

〈グラフ２９〉

面接対策、履歴書・エリートシートの
書き方の実践指導の充実

20％（75/377）

就職情報誌、就職関係書籍、
PC（利用環境）の充実
12％（45/377）

ガイダンス、
セミナー等の充実
19％（72/377）

相談員による就職相談、
職業適正検査の充実
11％（40/377）

企業説明会の内容充実、
回数の増加
6％（25/377）

その他 11％
（40/377）

求人企業の開拓強化
3％（12/377）

就職・職業による授業
（キャリア科目）の充実

6％（24/377）

公務員・教員試験講座を
開くなど各種試験の合格対策

12％（44/377）




